
春日部駅東西駅前広場整備基本計画
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　東西駅前広場の基本計画について、３つの基本計画（全体）
方針と駅前広場に求められる５つの具体的な個別方針を立案し、
春日部市中心市街地まちづくり審議会に諮りました。
　その結果、すべての方針について承諾を得られたことから、これらの
方針を「春日部駅東西駅前広場整備基本計画」としてとりまとめま
した。

個別方針１

個別方針２

↓次頁

１．東西駅前広場の基本計画

１ ．東西駅前広場の基本計画（１）

また、その他施設については本表にない施設を含め、行政等関係機関と協議の上、整備するか検討することとします。

■公的施設の整備

■利活用方法から想定される施設の整備

　公共性や費用及び維持管理性などを評価した結果、休憩施設、照明、美装化、緑化、
シェルター、デジタルサイネージ、トイレを整備対象とする。また、その他公共施設については、
行政関係機関と協議の上、整備するか検討する。

　広場利活用を促すことができる施設のうち、「防災活動等に転用可能」等、公共の広場設
備として整備することが妥当な施設・機能を整備することとし、電源、水道、ＷＩ－ＦＩとする。

する



１．東西駅前広場の基本計画

１ ．東西駅前広場の基本計画（２）
個別方針３

↓次頁へ

↑前頁

■バスやタクシーなどの必要バース数

　将来需要、実態値、現況を比較し、設定値を必要数とする。



１ ．東西駅前広場の基本計画（３） 個別方針４

↑前頁

①環境軸の確保
都市の中心軸がはっきり見える春日部の特徴を生かし、
都市の軸線を通すレイアウトとする。

②歩行者軸の確保
東西の一体感を生み出す緑のストリート

例① 例② 例③

個別方針５

１．東西駅前広場の基本計画

■ゾーニング設定

■レイアウト配置

駅前広場の整備にあたり、将来、「どこを・どのように使うか」、あらかじめゾーニングを設定する。
以下のキーワード、メリット、デメリットを考慮した上で、ゾーニングを設定した。

防災・集客を目的とした広場空間

駅前広場区域

防災・集客を目的とした広場空間

駅前広場区域



１．東西駅前広場の基本計画

２ ．駅前広場イメージ（東口スケッチ）

※このイメージ図はあくまで市が作成したものであり、関係者と調整したものではありません



１．東西駅前広場の基本計画

２ ．駅前広場イメージ（西口スケッチ）

※このイメージ図はあくまで市が作成したものであり、関係者と調整したものではありません



１．東西駅前広場の基本計画

３ ．駅前広場CGパース（東口）

※このイメージ図はあくまで市が作成したものであり、関係者と調整したものではありません



１．東西駅前広場の基本計画

３ ．駅前広場CGパース（西口）

※このイメージ図はあくまで市が作成したものであり、関係者と調整したものではありません



２．駅舎デザインの考え方

１ ．新しい春日部駅づくりのアイデア募集

　駅舎の設計は鉄道事業者が行うものですが、駅舎のデザインには幅広く市民の
みなさまの意向等を反映することが望ましいため、春日部駅のデザインに関する市
民意向や市民が抱くキーワード等を収集し、鉄道事業者に市民要望として伝える
ことを目的として「アイデア募集」を行いました。
　その結果が次のとおりであり、鉄道事業者へ市民要望として伝えました。

結果

２ ．結果



２．駅舎デザインの考え方

新たな春日部駅づくりのアイデア 駅周辺のまちづくりへのアイディア



　西口駅前通り（西口駅前広場〜春日部郵便局）における道路空間について、現況の
車線などの構成を見直すことにより、春日部のシンボルゾーンとして魅力的な空間を創出す
るべく再編方針を立案し、春日部市中心市街地まちづくり審議会に諮りました。
　その結果、車道を１車線減らし、歩車道空間全体で再編する方向性について承諾を得
ました。　

３．道路空間再編・利活用に関する検討

１ ．西口駅前通り再編（１）

○歩道幅員（歩行者空間）

　道路構造令より、歩行者の交通
量が多い道路の幅員は3.5ｍ以
上とすると定められているため、十
分な歩行者空間として、3.5ｍ以
上確保する。

○にぎわい空間規模
　道路構造令より、路上施設を設ける歩道の幅員については、左記の幅員の
値にベンチの上屋を設ける場合は2ｍ、並木を設ける場合は1.5ｍ、ベンチを
設ける場合は1ｍを加えた幅員とすると定められている。

　また、キッチンカーを配置
することを想定した場合、駅
まちデザインの手引きより、3
ｍの幅員が必要であることか
ら、にぎわい空間として3ｍ
確保する。

○自転車通行帯（自転車走行空間）

　道路構造令より、自転車通行帯の
幅員は1.5ｍ以上と定められているた
め、道路構造令に従い、自転車通行
帯として1.5ｍ確保する。

検討条件の考え方



春日部駅
西口駅前広場

現況（平面図） 現況（断面図）

○車道︓２車線／片側　7.0ｍ
　（車線3.5m　×2）

○歩道（自転車歩行者道）︓7.5ｍ
　（歩行者3.75ｍ +　自転車走行空間3.25ｍ　+　植栽0.5ｍ）

3750

歩行者 歩行者

自転車
走行空間

歩道 歩道車道

　植栽
自転車

走行空間

3750

検討範囲検討範囲

【検討方針】
○歩道（歩行者）　 　　　 　　にぎわい空間＋歩道（歩行者）

○歩道（自転車走行空間）　歩道空間（歩行者）＋自転車通行帯

○車道　　　　　　　　　　　　 　　変更なし

２．西口駅前通り再編　（現況）

３．道路空間再編・利活用に関する検討

（単位︓㎜）



春日部駅
西口駅前広場

現況 再編案①（平面図） 再編案①（断面図）

春日部駅
西口駅前広場

歩行者 歩行者
自転車

走行空間

歩道 歩道車道

植栽
自転車

走行空間
にぎわい
空間

にぎわい
空間

条件①を満たさない。

検討範囲

断面構成における検討条件
条件①︓十分な歩行者空間の確保︓✕
条件②︓にぎわい空間の創出︓○
条件③︓自転車通行帯の設置︓○

25002500

検討範囲

２．西口駅前通り再編　（歩道空間の再編ー再編案①）

３．道路空間再編・利活用に関する検討

○車道︓２車線／片側　7.0ｍ
　（車線3.5m×2）

○歩道（自転車歩行者道）︓7.5ｍ
　（  + 自転車走行空間1.5ｍ + 植栽0.5ｍ + にぎわい空間3.0ｍ）

空間の再配分

※あくまで再編の案であり、レイアウトを決定するものではありません

（単位︓㎜）



春日部駅
西口駅前広場

現況 再編案②（道路空間の再編） 再編案②（道路空間の再編）

春日部駅
西口駅前広場

３．道路空間再編・利活用に関する検討

２．西口駅前通り再編（道路全体での検討ー再編案②）

歩道 歩道車道
自転車
通行帯

自転車
通行帯歩行者

にぎわい
空間

にぎわい
空間 歩行者植栽植栽 植栽

60006000

検討範囲 検討範囲

○車道︓２車線／片側　5.0ｍ
　（車線3.5m  ×1 + 自転車通行帯（自転車走行空間）1.5ｍ）

○歩道（自転車歩行者道）︓ 9.5ｍ
　（歩行者6.0ｍ + 自転車走行空間0.0ｍ + にぎわい空間3.0ｍ + 植栽0.5ｍ）

空間の再配分※

※歩行者空間︓3.5ｍ
　 にぎわい空間︓5.5ｍ　も可能

断面構成における検討条件
条件①︓十分な歩行者空間の確保︓○
条件②︓にぎわい空間の創出︓○
条件③︓自転車通行帯の設置︓○

すべての条件を満たす。
※あくまで再編の案であり、レイアウトを決定するものではありません

（単位︓㎜）



春日部駅
西口駅前広場

現況 再編案③（平面図） 再編案③（断面図）

３．道路空間再編・利活用に関する検討

２．西口駅前通り再編（道路全体での検討ー再編案③）

歩道 歩道車道
自転車
通行帯

自転車
通行帯歩行者 にぎわい空間 歩行者植栽 植栽植栽

35003500

検討範囲検討範囲

○車道︓１車線／片側　5.0ｍ
　（車線3.5m  ×1 + 自転車通行帯（自転車走行空間）1.5ｍ）

○歩道（自転車歩行者道）︓ 15.0ｍ
　（歩行者3.5ｍ + 自転車走行空間0.0ｍ + にぎわい空間11.0ｍ + 植栽0.5ｍ）

〇歩道（自転車歩行者道）︓  4.0ｍ
　（歩行者3.5ｍ + 自転車走行空間0.0ｍ + 植栽0.5ｍ）

空間の再配分

空間の再配分

断面構成における検討条件
条件①︓十分な歩行者空間の確保︓○
条件②︓にぎわい空間の創出︓○
条件③︓自転車通行帯の設置︓○

すべての条件を満たす。

春日部駅
西口駅前広場

※あくまで再編の案であり、レイアウトを決定するものではありません

（単位︓㎜）



検討の結果 条件①︓十分な歩行者空間の確保 条件②　にぎわい空間の創出 条件③　自転車通行帯の設置
再編案①
歩道空間の再編 × 〇 〇
再編案②
歩車道空間の再編案１ 〇 〇 〇
再編案③
歩車道空間の再編案２ 〇 〇 〇

検討結果

　道路空間再編・利活用に関する検討については、以下の再編方針を基本計画とする。

再編方針

３．道路空間再編・利活用に関する検討

歩道空間の再編
再編案①

再編案②
道路空間の再編

再編案③
道路空間の再編

・地域の人々が主役となり、イベントなどを開催できるような空間や歩きやすい豊かな歩道空間を
 創出する。

歩道空間の再編（再編案①）だけでは歩道のスペース不足によりにぎわい空間を確保することが難しい。

・車道を減らし、歩車道空間全体で再編（再編案②、③）することで空間を確保する。


